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Ⅰ．研究課題

平成26年�月に「小・中一貫教育等についての実態調査」�）が実施され、その結果をふまえて

同年12月には中央教育審議会より「小中一貫教育の制度化及び総合的な推進方策について」�）

答申が出された。

他方、学習指導要領における家庭科の内容も、小・中の関連を反映した構成になっており、

教育現場でも、小・中連携を意識した授業が行われるようになってきた�）。宮崎大学でも “小

中一貫教育や連携教育” に関する教育文化学部と学部附属学校との共同研究が推進され�）、家

庭科部会では、平成23年度に小・中の「食物」に関する内容を系統性の視点から整理するとと

もに、附属中学校の教員が附属小学校で授業を行う、“乗り入れ” の形で交流授業を実施した。

平成24年度は、より緊密な連携を図るため、小・中学校の児童・生徒が同じ教室で共に学ぶ合

同授業を調理実習において行った。合同授業における児童・生徒の協働的な学習の効果につい

ては、児童・生徒の技能向上や自他の調理技能に対する意識の変化を観点にした検討によって、

家庭科教育における小・中学校が連携した授業の可能性及び課題について明らかにしている�）。

さらに平成25年度には、被服領域を中心に小学生および中学生の衣生活に関する基礎的・基本

的な技法の定着度を把握した上で、小・中の�年間を見通した年間計画を作成し、被服領域の

授業実践について小・中学校および大学の教員が協働し、小・中連携の可能性を示すとともに

課題を明らかにしてきた�）。

そこで今年度の本研究においては、“消費生活” に関する学習に焦点を合わせ、特に小学校での

題材「物や金銭の使い方を考えよう」の授業実践について検討した。中学校との関連を視野に入れ

ながら、その授業構成と学習効果を「“物との関係性” について理解を深めていく過程」に着目して

考察を行い、小中連携をめざした家庭科の年間計画及び題材の再構成を行うことを目的とした。
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Ⅱ．研究内容および研究方法

１．学習指導要領、同解説並びに家庭科教科書の分析

小学校及び中学校の学習指導要領、同解説並びに家庭科教科書の記述内容を分析することに

よって、消費生活分野における小・中の学習内容の関連について検討を行った。

２．小学校・題材「物や金銭の使い方を考えよう」の授業構成と実施・分析

中学校の内容との関連を考慮しつつ、小学校の題材「物や金銭の使い方」の授業を構想し、平

成26年10月23日に小学校第�学年・36名を対象として実施した。そこでの学習者のワークシー

トの記述内容や録画した授業記録を分析することで、その学習効果と課題について検討する。

３．授業実践と「“物との関係性”について理解を深めていく過程」

授業実践でみられた、他者との相互作用による学習者の変容を「“物との関係性” について理

解を深めていく過程」に位置づけて把握する。

４．「消費生活」を中心とした小・中の�年間を見通す年間計画・題材の再構成

上記の分析結果をふまえ、附属小・中学校での学習内容を特に「消費生活」の視点から、�

年間を見通した年間計画・題材の再構成を行った。

Ⅲ．研究の成果と課題

１．小学校および中学校の学習指導要領、同解説

小学校および中学校の学習指導要領	）の内容に、同解説
）の内容を対応させ、資料�に示

した。小・中学校のどちらも内容「D 身近な消費生活と環境」において、商品の購入を取り扱
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資料１：学習指導要領および同解説「Ｄ 身近な消費生活と環境」
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−「物や金銭の使い方」に関する授業実践をふまえて−

うが、中学校では、消費者としての自覚を高め “消費者の権利と責任”、“販売方法の特徴” な

ど、購入やそれに関連した諸側面を中心に取り上げているのに対して、小学校では購入と深く

かかわる “物や金銭の大切さ”、“物の使い方” にも目を向ける指導が求められている。

２．小学校および中学校家庭科教科書の記述内容

小学校家庭科教科書�）を出版している�社ともに、消費生活に関する学習は、他の内容「A」，

「B」，「C」と関連させて取り扱っているが、ここでは集中的に消費生活を取り上げた箇所「じょ

うずに使おう 物やお金」【A社】および、「考えよう買い物とくらし」【B社】に焦点をあわせ、

その内容を資料�に示した。

【A社】では、「物やお金の使い方を見直そう」において、「欲しいものがあるときどうします

か？」と、購入以前の問題として、物の必要性について吟味することを促している。それに対

して、【B社】では、「計画的な買い方を考える」過程において、必要性について考えさせようと

していた。

他方、中学校の教科書10）の記述でみると資料�に示したように、購入者の視点から消費生活

を捉える内容となっており、【A社】で「必要なもの（ニーズ）と欲しいもの（ウォンツ）」の違

いに触れてはいるが、それは「商品購入のプロセス」においてであり、【B社】ではそれらの記

述も見られず、「物の必要性や使い方」の視点にはほとんど触れられていなかった。

したがって、授業を構想するにあたっては、小学校の段階では、購入以前の問題、すなわち

「物の必要性や使い方」などについて考える場を十分に保障し、その内容を押さえた上で中学校

段階での購入の学習へとつないでいく必要があった。
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資料２：小学校家庭科教科書の記述内容
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３．小学校・題材「物や金銭の使い方を考えよう」の授業構成と実際

以上の分析結果をふまえ、小学校での題材「物や金銭の使い方を考えよう」の授業を、資料

�のように構成した。全�時間のうち、第�時間目に「物や金銭の計画的な使い方」に関する

授業を設定し、「欲しい物の必要性と，購入するかどうかの判断基準について考え，工夫するこ

とができる」ことを目標とした。その指導過程と授業の実際については、資料�に示す。
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資料３：中学校家庭科教科書の記述内容および比較
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資料４：題材「物や金銭の使い方を考えよう」の授業構成
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小・中連携をめざした家庭科授業の構想

−「物や金銭の使い方」に関する授業実践をふまえて−

授業ではまず、学習者に共通して “必要な”「宿泊学習に持っていくバック」を取り上げ、そ

れを即座に「よし買おう！」と意思表示したVTRの事例に対する吟味から学習が始められた。

そこから学習問題を設定し、“欲しい物” がある時、すぐに「買う」と即決するのではなく、必

要か否かの判断が求められることに着目をさせた上で、今回は、“必要” とされるバッグに焦点

化した。学習者は必要な場合であっても、購入する以外の方法もあり得ることを他者と共に検

討しながら、“購入するかどうかの判断” について考察していった。

そこまで終えた段階で、再度、「そうは言っても、やはり、新しいバックが欲しいのでは？」

と教師が問うことで揺さぶりをかけ、相互に話し合う場を設定した。その後、各自がワークシー

トに記入した “現在、欲しい物” について、それを購入するか否か今一度考察し、その理由を

記入した上で、全体でその内容を検討した。

１）教師の働きかけと学習過程の実際

実際の授業においては、購入以外の方法として、家族や親戚・近所から「借りる」、「もらう」、

代用品を「探す」などの他に、“荷物を小さくし、家にあるものに詰めて入れて使う” という意

見も学習者は出していた。これは、バックという特殊性によるものだが、自らの行為や考え方

を変化させることによって、物の必要度が変わることに気付いており、物と自分との関係性を

柔軟に捉えられていたといえる。その他、「作ってもらう」との意見が出されたが、それを教師

が受けて支援したことによって、学習者の側から “自分で”「作る」という意見も全体の場で示
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資料５：本時の指導過程と授業の実際5  
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された。実際に児童がバックを手作りすることは困難であると教師も考えていたそうである

が、本題材が、手縫いを学んだ後に位置づいていたことによる発想と考えられ、意図的にそれ

を取り上げることで、購入以外の方法の多様性を示すことにつながっていた。

他方、購入以外の方法に目を向けた後に、教師が再び、「そうは言ってもやはり、新しいバッ

クが欲しいのでは？」というホンネに向き合う場を設定したことによって、学習者からは、「買っ

た後も大切に使うのであればよい」、「長く使えばよい」との意見が出されていた。

購入後の物と自己との関係性について考えており、「“購入しようとする” 物の使い方」の観

点からも “購入” について考察できる授業となっていたといえる。

２）「今、ほしい物」への向き合い方

その後、学習者に「今、ほしい物」をワークシートに記入させたところ、資料�に示したよ

うなゲームその他を挙げていた。その一方で、「買わない」という選択肢にも10名の学習者が目

を向けていた。

授業において、他者の様々な意見に触れることによって “必要なものは購入するのが当たり

前” と考えがちな学習者が、それ以外の方法があることを振り返り、家にあるものを活用した

り、他で「借りる」など、“自分が今、欲しい物” でも購入しなくて済むと考えていたといえる。

また、その理由を「まだ使えるから」と書いた学習者もおり、「物の使い方」の視点から、今

「ほしい物」が、「必要な物」か？の吟味をしていた。

他方、「買わない」とした者のなかには、自分ではなく “親に買って「もらう」” という発想の

学習者もおり、教師が想定した “譲って「もらう」” とは、隔たりがあった。他者への依存によ

る入手方法の問題のみに矮小化されないよう、物の有効な活用の視点を押さえた上で、金銭の

計画的な使い方においてこの問題は再度、検討される必要があるといえる。

次に、「買う」とした24名の理由を検討すると、授業で話し合った「大切に使う、長く使うの

で」と購入後の使い方を考慮しながら “買う” と判断した者が�名、“購入以外の方法や購入の
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資料�：ワークシートの記述内容
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−「物や金銭の使い方」に関する授業実践をふまえて−

目的” について自ら吟味した上で、“買う” 判断をした者が	名みられた。

教師が導入のVTRで示した即座に「買う」と意思表示した事例とは、同じ「買う」判断・行為

であってもそこに質的な違いがあることを理解できたといえよう。

しかしその一方で、「どうしても “欲しい” から買う」、「いつもお下がりばかりなので “欲し

い”」とした者も�名いた。買いたい衝動が前面に出ているといえるが、それらの声にも寄り

添って考察することで、各人のなかでの “優先順位の問題” についても、全体の場において深

めていくことができるだろう。

３．授業実践と「“物との関係性”について理解を深めていく過程」

家庭科は生活を対象としており、その生活に対して、人は無意識的な状態にあったり、「わかっ

たつもり」になっていることが多々ある。その無意識を意識化し、「わかったつもり」になって

いることを繰り返し問い直すことで、生活（対象）についての理解を深めていくといえる11）。

そこに働きかけるのが家庭科の授業であり、今回検討した授業で考えると、学習者は図�の

ように “バッグと自分との関係性” について理解を深めていくと捉えることができるだろう。

「必要なら、すぐ買えばよい」、それが「当たり前」と思っていた（わかったつもりになって

いた）学習者は、授業導入部で示されたVTRでの「よし、買おう！」という即断に対して、他の

学習者が「え、早い！」と発話したことが、購入以外の様々な方法に目を向ける契機となった

であろう。そして授業での他者との様々なやり取りを通して「買わなくても宿泊学習に持って

いくバッグを準備できる」とわかったのだが、それでも “新しい物が欲しい” という気持ち（ホ

ンネ）がない訳ではない。教師の「でも、やっぱり新しいのが欲しいのでは？」との問いに気

持ちが揺れ、どうすればいいか “わからなくなった”。そして “新しい物が欲しい” 気持ちに

向き合いながら、それまでに出された様々な購入しない方法についても吟味した上で、「購入後

の使い方」との関連も考えた上で、“購入” を捉えられるようになったのではなかろうか。授業

実践において、そのような対象把握の深まりをみることができたといえよう。

以上のように、小学校においては、“物をいかに購入” するかを考察する以前の問題として、

そもそも本当にその物を必要としているか否かの吟味や物の使い方、もし購入するとしたら購
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図１ “バッグと自分との関係性” について理解を深めていく過程
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入後にそれをどのように活用するのかなど、“自分と物との関係性について見つめる場” が必

要であり、教師がその場を意識的に設定し、それが十分に保障されることで中学校での消費生

活についての学びを深めることが可能になるといえる。

４．小・中の５年間を見通した年間計画の作成と今後の課題

１）「消費生活」の視点から検討した年間計画

上記の分析・考察結果をふまえ、学習内容を特に「消費生活」の視点から、�年間を見通し

ながら、平成27年度の年間計画を附属小学校では資料	のように、附属中学校では資料
のよ

うに作成した。

小学校では、これまで述べてきたように「自分と物との関係性」を重視した年間計画であり、

中学校においては、それを基に資料�で後述するように、小学校での「必要な物と欲しい物と

の違い」を振り返りつつ、購入に重点を置いた題材を構成した上で年間計画に位置づけている。

以下、詳細を示す。

小学校においては、「D 身近な消費生活と環境」の題材である「物や金銭の使い方を考えよ

う」は、年末・年始にかけてお年玉等で買い物をする機会も多くなる前の11月に設定し、より

よい「物や金銭の使い方」ができるようになることを目指した。またこの時期は宿泊学習を経

験した後であり、その際の買い物等をふりかえることができるというよさもある。
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資料７：平成27年度・附属小学校年間計画7 27



小・中連携をめざした家庭科授業の構想

−「物や金銭の使い方」に関する授業実践をふまえて−

他の題材との関連については、調理実習や製作物の材料を購入する際にも消費生活について

の学びを生かせるよう、各授業においてどのような観点で購入すればよいか話合いの場を設け

た。それとともに、親に買い物を任せるのでなく、学習者自身が（保護者同伴も含めて）使用

目的等を考えて購入することを促すよう、保護者へも依頼することとした。また環境への配慮

という面でも，無駄のない購入の仕方という観点で，調理実習の材料が余らないような工夫等

を考えさせ、「味噌汁の実にする野菜はおじいちゃんが育てている○○を持ってくる。」「じゃが

いもは袋入りの方が１個の値段に換算するとお得なので，袋入りを買う。」等の創意工夫をした

実習へとつなげるようにした。

中学校においては、内容「D身近な消費生活と環境」と「A家族・家庭と子どもの成長」、「B

食生活と自立」、「C衣生活・住生活と自立」の学習との関連を図り、中学生の身近な消費行動と

関わりのある具体的な事例として、靴や衣服などの商品の選択や購入（店舗販売やインターネッ

ト販売など）について考えさせるようにした。また、中学生が巻き込まれやすい消費生活に関

するトラブル（インターネットでの購入による失敗など）を具体例としてあげ、消費者として

の自覚を高め、生活の自立ができるように基礎的・基本的な知識を身に付けさせたいと考えた。

さらに学んだことを実際の消費活動に生かそうとする態度も育てるため、生徒の身近な事例を

取り上げながら、後述する「ランキング」を用いた学習活動で具体的に消費生活について検討

させることにより、自分の消費生活に対する興味・関心が高められるよう計画した。

中学校の内容「D身近な消費生活と環境」では、資料�のように「（１）家庭生活と消費」を

	時間、「（�）家庭生活と環境」を�時間扱いとしている。
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伊波富久美・川﨑 夕子・平川 祐子・岩見 ミカ

福良維素子・篠原 久枝・堀江さおり

「（�）家庭生活と消費」の学習は、修学旅行前の消費生活に関する経験が増える時期に設定

し、まず小学校の内容との関連で、「欲しいものと必要なものとの違い」を押さえ、その上で、

必要とされるものの購入について検討（新しく買うか、今あるものでよいか、他の方法は、な

ど）するようにした。その際、購入する際の予算や機能面などについても多様な検討を行わせ

る。

なお「（�）家庭生活と環境」の学習は、調理実習時の水やガスなどの資源の活用、衣生活の

学習時にリサイクルやリフォームについてなど他の内容と関連させて行っているため、ここで

は、これからの自分の取組等について考えさせることとした。

中学生は、個人によって経験の差が大きく、自身の失敗例をあげて考えていくことが難しい。

そのため教師側でトラブル等を設定して問題解決的な学習を進め、経験の少ない生徒にとって

も身近な問題として捉えることができるようにロールプレイングを行うなど配慮した。

２）今後の課題

中学校の授業実践では、グループでの話合い活動において、他者の考え方や価値観などの多

様性に気づき、自分の考えをより深めていけるよう、商品を選択する場面で「ランキング」を

用いて商品を選択する際に重要と考える情報の順位付けをさせた。「どのような順位付けをす

るか」ではなく、「なぜそう考えるのか」という結果よりも相互に話し合う過程を重視した。今

後は、それらの成果もふまえ、小・中学校でのそのような学習活動の関連についても検討して

いきたい。

また、消費生活の学習内容に関しては、小・中の関連のみならず、高等学校の教科「家庭」
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小・中連携をめざした家庭科授業の構想

−「物や金銭の使い方」に関する授業実践をふまえて−

との重複や現在、中央教育審議会で検討されている新科目「公共」12）における消費生活問題と

の関連を明らかにしていくことも課題であり、今後も検討を進めていきたい。
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